


ニューコンセプトⅡ＋

　フレッセイＭＤ2.0は『美味しさ』『健康生活』『簡単・便利』の３つのキー
ワードをベースに2021年2月改装の南大類店にて更に進化しました。
惣菜・ベーカリー部門では美味しさを更に追求し、店内製造にこだわった
「具材の大きなおにぎり」や「自家製とろけるプリン」の販売を開始しまし
た。また「おさかな惣菜」に水産部門の「極醸塩銀鮭」を使った「焼鮭」を
展開したり、人気の「手造りおはぎ」で使用している「北海道産小豆使用
あんこ」を使った「どら焼き」や「もなか」などを販売しました。

フレッセイＭＤ2.0

仕事と家庭のバランスを
ジェンダー平等を実現しよう

　私たちは、仕事と家庭が両立できる職場環境を整えます。また手間をかけずバランスのよい食事がとれる
即食・時短・簡便な商品の品揃えをすることで、女性の家事負担を減らすことを目指します。

ツープラス

　次世代育成支援対策推進法にもとづき厚生労働大臣が企業に対して行う認定で「子育て
サポート企業」として３５０５社（２０２１年１月末時点）が認定されています。
　ナルスでは２０１３年に、原信は２０１７年にくるみん認定を受けました。今後も、仕事と子育て
を両立させることができ、従業員が働きやすく、その能力を十分に発揮できる職場環境を
整備するため、取り組んでまいります。

くるみん認定

くるみんマーク

従業員の声

手造りおはぎおさかな惣菜自家製とろけるプリン

良質な仕事は家庭から
　よい仕事はよい家庭からと聞きます。妻が妊娠し、私も共に育児をしていきたい
との思いから育児休暇を取得しました。
　初めての取得でしたが、ミルク担当、入浴担当、お散歩担当などの分担を決め、
楽しみながら育児を担うことができ、休みを頂いたことに感謝しています。
　これからも仕事と家庭を両立し、楽しんで子育てをしていきたいと思います。 原信 寺沢店

青果部門チーフ 中村真之

　原信とナルスでは、お客様の環境変化に合わせて２０１０年から「ニューコンセプトⅡ」として『新しい商品展開』
『あかぬけた売場』『生産性の向上』のテーマを設けたお店作りを開始し、２０１５年からは更なる『豊かさ・楽しさ・
便利さ』をご提供する「ニューコンセプトⅡ+」の展開を推進しています。
　食生活の多様化に合わせたサラダ提案の充実や、健康ニーズに沿った魚惣菜の提案、簡単に調理ができる簡便
商品の展開など、食シーンに合わせた商品づくりやライブ感あふれる売場づくりに取り組んでいます。

　新潟県では、仕事と家庭生活などが両立できるよう職場環境を整え、女性労働者の育成・登用などに積極的に
取り組む企業を「ハッピー・パートナー企業（新潟県男女共同参画推進企業）」として認定しています。
　原信とナルスは、ハッピー・パートナー企業であり、男女がともに働きやすいよう、職場の環境整備に取り組んで
います。

ハッピー・パートナー企業登録

　群馬県では、育児・介護と仕事の両立、職場における女性の活躍推進、従業員のワーク・
ライフ・バランスの推進等に取り組む県内事業所を、「群馬県いきいきＧカンパニー」と
して認証しています。フレッセイではゴールド認証を取得し、女性の活躍、すべての従業員
に働きやすい環境を整える環境づくりを推進しています。

群馬県いきいきＧカンパニー認証

　アクシアル リテイリングでは、育児や介護と仕事を両立し、働き続けることができるよう、法律に基づき育児
介護休業制度を設けています。また原信とナルスでは、従業員向けに「出産・育児休業制度説明会」を開催して
います。制度の説明の他に、育児休業を経て復帰した社員による体験談発表を行っています。一人として同じで
ない出産時の体験や復帰後の仕事と育児を両立のコツなど、経験者だからこそ話せる内容が毎回好評です。
　女性だけでなく男性の育児休業取得への関心が高まっており、２０２０年度は原信で8名の男性が育児休業を
取得しました。

育児介護休業制度
群馬県いきいき
Ｇカンパニー認証書
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　原信とナルスでは、シニア嘱託、シニアパートナー社員の定年後再雇用の限度年齢を７０歳に引き上げ、健康で
働き続けられるように環境を整えています。また、アルバイトの再雇用限度年齢を７５歳とし、働く意欲のある方
が活躍できる場となっています。
　またフレッセイでもレギュラー社員は６０歳定年後６５歳までエルダー社員（嘱託社員）として働くことができ、６
５歳からはシニアアルバイトとして活躍しています。

　私たちは、地域の食生活を担う企業として、女性、子供、高齢者、障がい者などすべての人々が快適にお買い物
ができ、日々の生活に豊かさ、楽しさ、便利さを提供できるスーパーマーケットを目指します。

シニア人材の活用、再雇用制度

　原信とナルスでは、２０１８年１０月より「半日有給休暇制度」を導入
しました。個人の状況にあわせて有給休暇を1日・半日を選択できる
ことで、さらに取得がしやすくなりました。またフレッセイでは記念日
での取得を推奨しています。
　この結果、原信とナルスではレギュラー社員の有給休暇取得率が
77.2％、フレッセイでは47.1％となりました。
（新型コロナウイルス対応の慰労として付与した特別休暇（１日）は
数値に含まれておりません。）

有給休暇の取得しやすい職場

　2017年5月よりフレッセイでは、思いやり駐車場に車いすと杖を利用する方の笑顔の
写真に「空けてくれててありがとう」との感謝の言葉を添えた共感看板を設置しております。
　この導入は群馬県では初めての取り組みとなり、健常者による駐車の抑止に一定の効果
が検証されたことから、栃木県、埼玉県の店舗も含め35店舗に93台設置しました。
また原信の一部店舗にも設置しました。

思いやり駐車場への共感看板の設置

　フレッセイでは、買い物・移動手段に課題を抱える地域の新たな交通手段として
のみだけではなく、地域貢献・経済活性化に繋がる事業である、定額制の新しい
交通手段ラクシーに賛同し、館林店をラクシー停留所として登録しました。
　ラクシーとはご自宅前または、指定停留所から指定停留所までの乗合い送迎
サービスです。

デマンド型乗合いタクシー

ダイバーシティの推進
人や国の不平等をなくそう

　データに基づいた商品製造数・発注数の決定、週中での計画
の見直し、研修による商品作りの技術向上などにより、食品
廃棄物をできる限り発生させないように努めています。
　原信とナルスでは、環境マネジメントシステムの環境目標に
「食品廃棄物の発生抑制」を掲げ、廃棄率（売上金額に対する
廃棄商品金額の割合）を管理項目に定め、低減をすすめてい
ます。2020年度は2019年度比0.08ポイント減の0.27％に
改善しました。

　私たちは、データ・技術を活用することで、フードサプライチェーン全体の食品ロス削減を目指します。

食品廃棄物の発生抑制

　恵方巻など、季節で拡販する商品については、確実にご購入いただけるお客様を増やす取り組みをすすめて
います。2020年度はご予約特典が例年以上に充実いたしました。さらに、販売期間中は各店舗の商品数量の過
不足を把握し、商品を店舗間で移動させることで、食品ロスを減らしています。

季節商品の"もったいない”削減

　発生した食品廃棄物はリサイクルをしています。堆
肥や飼料、燃料など新たな資源に生まれ変わっていま
す。2020年度は新たに１社とリサイクルの取り組みを
開始いたしました。

食品廃棄物のリサイクル

　店舗から排出された食品廃棄物を堆肥などにリサイ
クルし、その堆肥を使って栽培した野菜を店頭で販売
するという循環型の取り組みを行っています。
　原信では、このようなリサイクルの環を構築し、再生
資源を有効に活用する計画「再生利用事業計画」が3件
認定されており、地域での資源循環に貢献しています。

リサイクルループの構築

食品ロスを減らす
つくる責任 つかう責任

　私たちは、食品廃棄物（廃食用油を含む）のリサイクル率１００％を達成することで、循環型社会の実現を目指し
ます。

循環ループで資源を守る
陸の豊かさを守ろう

よりお買い物しやすいお店に
住み続けられるまちづくりを

有給休暇取得率推移（レギュラー社員）
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食品廃棄物（廃食用油含む）のリサイクル量および率
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■基本的な考え方
　コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方は、意
思決定の迅速化と透明性・公平性の確保を図り、責任体制
を明確化するとともに、法令や社会的規範の順守及び内部
統制システムも含めた企業倫理の整備に努めることです。
　経営における最も重要な事項は、地域のお客様に反復継
続して店舗をご利用していただけるかであり、常勤の取締
役は日常的に販売現場の実態を正確に把握すべく活動し、
お客様の変化にいち早く対応できるようにスリムでフラット
な経営管理組織を構築しています。

■現状のコーポレート・ガバナンス体制の概要
　経営に関する意思決定と業務執行の役割を明
確化し、企業集団全体の業務執行体制について、
迅速かつ機動的な経営戦略の実現を図るととも
に、責任を明確化しコーポレート・ガバナンス体
制を強化することを目的として、2007年5月より
執行役員制度を導入しています。

　私たちは、常に取り巻く社会環境の変化に適切に対応し、法令や社会規範を順守し、社会倫理に沿った企業活動
を進めることで、ステークホルダーの皆様からの信頼をさらに高めます。また世界のすべての人が、平和な社会の
もとで生活できることを目指します。

コーポレート・ガバナンス

　アクシアル リテイリングでは、出店地域のお祭りに協賛をしてい
ます。世界平和の実現を願い、日本三大花火大会のひとつである
『長岡まつり大花火大会』では原信提供正三尺玉三連発を打ち上げ
ています。この花火は、「平和」「慰霊」「復興」の象徴でもあります。
（2020年度は新型コロナウイルス感染症の影響に伴い中止）

地域のお祭り協賛

信頼の構築と平和な社会
平和と公正をすべての人に

正三尺玉三連発（合成写真）

株主総会

取締役会（取締役・社外取締役）

監査役会（監査役・社外監査役）

代表取締役

【管理監督機能】

内部統制管理室（内部統制整備・管理）

TQM推進部（経営方針管理）

【任意設置機関】
指名委員会（経営陣幹部候補者指名）

報酬委員会（経営陣幹部報酬額検討）

業務監査室（内部監査執行）

内部統制整備委員会（財務報告に係る内部統制評価）

環境内部監査委員会（環境内部監査執行）

コンプライアンス委員会（倫理コンプライアンス審議）

リスクマネジメント委員会（企業リスク検討）

【業務執行機能】
指示 管理

報告

助言

報告

報告

諮問答申

選任報告

指示

報告

指示

報告

選任

報告

選任

報告 選任

監査監査
会計監査人

内
部
通
報
窓
口（
社
内・社
外
）

顧
問
弁
護
士

管理

監視

監視

監視

監視

監視

指示

指示

指示

指示

指示

指示

グループ経営会議

各主管部署
各関係会社

コーポレート・ガバナンス体制についての模式図

■コーポレート・ガバナンスについては
　こちらから
　https://www.axial-r.com/ir/cg

　環境保全活動に対する投資、費用とその効果を把握して、環境保全活動の効率化に努めています。コスト集計
及び効果の把握方法は環境省「環境会計ガイドライン２００５版」を参考にして作成しました。

環境会計

環境保全コスト （単位：千円）

主な取り組みの内容

内
　
　
訳

（１）事業エリア内コスト

（１）－１公害防止コスト

　　 （１）－２地球環境保全コスト

　　 （１）－３資源循環コスト

（２）上・下流コスト

（３）管理活動コスト

（４）研究開発コスト

（５）社会活動コスト

（６）環境損傷対応コスト

　　　　　　　　　　　　　　 ーー

ばい煙・地下タンク・浄化槽検査費 

グリーストラップ等設備導入費  

グリーストラップ清掃費、浄化槽維持費など

ＬＥＤ照明工事など 

 廃棄物処理費、生ゴミリサイクル費など

容器包装リサイクル法再商品化委託料、レジ袋不使用２円引き費用

ISO審査費用、環境教育、EMS各種勉強会、新店の緑地など

　　　　　　　　　　　　　　 ーー

各種組合費など

アスベスト除去費用

　　　　　　　　　　　　　　 ーー

環境保全効果
環境保全効果の分類 環境パフォーマンス指標（単位）

電力使用量（MWh) 

ガス使用量（千㎥）

重油使用量（ｋℓ） 

灯油使用量（ｋℓ） 

軽油使用量（ｋℓ）

水使用量（千㎥）

ＣＯ２排出量（ｔ－ＣＯ２）

廃棄物総排出量（ｔ）

廃棄物最終処分量（ｔ）

排水量（千㎥）

レジ袋回収量（ｔ）

紙パック回収量（ｔ）

発泡トレー回収量（ｔ）

透明容器回収量（ｔ）

ペットボトルキャップ回収量（ｔ） 

ペットボトル回収量（ｔ） 

※対象企業：原信、ナルス
※減価償却費については２000年以降に実施した原信の設備投資について集計しており、ナルスでは集計していません。

事業活動から産出
する財・サービスに
関する環境保全
効果

事業活動から排出
する環境負荷及び
廃棄物に関する環
境保全効果

事業活動に投入す
る資源に関する環
境保全効果

環境保全対策に伴う経済効果 （単位：千円）

効果の内容

 リサイクル品売却益

 店頭回収品売却益
収 益

合 計

費 用
節 減

店頭回収による容リ法
再商品化委託料の節減

ショッピングバッグ持参
によるレジ袋費の節減

              ーー

分　類

合　計

※対象企業：原信、ナルス、フレッセイ

※対象企業：原信、ナルス、フレッセイ

投資額 費用額

179,017

105,502

73,515

ー     

ー     

13,067

ー     

ー     

ー     

192,084

513,446

132,878

94,289

286,279

53,402

27,421

ー     

50

34,850

629,169

190,480

447

34

237

3,294

780

108,847

23,594

6,039

780

8

345

244

499

82

284

2020年度

投資額 費用額

320,669

60,509

260,160

ー     

ー     

8,000

ー     

ー     

ー     

328,669

492,671

88,444

127,953

276,274

103,708

35,331

ー     

76

385

632,171

2019年度

2020年度2020年度

192,562

418

27

32

3,246

808

99,302

25,040

6,515

808

16

326

238

447

84

266

2019年度

17,130

8,492

19,559

217,183

257,174

2019年度

60,320

8,203

21,216

67,370

157,109
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